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子どもの障がいの有無に関わらず共に楽しむ車いす活動体験の効果
̶地域協働推進に繋げる夏休み親子教室の意義̶
Effectiveness for Children, Disabled or Not,  

to Experience Wheelchair Sports
̶Significance of Summertime Parent-Child Workshop for Promoting 

Community Cooperation

小　野　　隆※

ONO Takashi

要　旨：
地域協働推進センター事業「夏休み親子教室」の一講座「車いすスポーツを体験しよう！」の実施結果を報告するとと
もに、地域の親と子どもの活動支援のあり方について考察を行った。対象を幼児・小学生とその保護者及びサポート学生
とし、スポーツ用車いすによる活動体験が、それに参加した親子や学生の感想にどのように反映されるかを把握できるア
ンケート調査を実施した。その結果、車いすの楽しさを感覚的に理解することができ、車いす使用者への思いやりの心を
育むことができたことが推察された。

Abstract
This paper reports about wheelchair sports experienced by preschoolers, schoolchildren, their parents and assisting 
university students at a summertime parent-child workshop “Let’s Try Wheelchair Sports!” The situation of community 
assistance to parent-child activities was reviewed based on the answers to a questionnaire delivered to the participated 
parents and university students. As a result, it is inferred that the participated preschoolers and schoolchildren 
sensuously understood the fun of wheelchair sports, and developed compassion towards wheelchair users.
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Ⅰ．はじめに

岡崎女子大学・岡崎女子短期大学の「地域協働
推進センター」は、「人材育成」と「地域貢献」
を両大学の社会的使命とする認識に基づき、「両
大学の知的・人的・物的資源を地域とつなぎ、地
域の課題解決に応えるための教育・研究・地域活
動を全学的に推進する」ことを目的としている 1）。
平成 27 年度は、開設 3年目であり、地域との協
働施設として、前身の生涯学習研究センターや福

祉研究所、学術教育総合研究所等に引き続き、実
践してきた事業や活動について、その内容や方法
が発展してきている。それらの中に、「夏休み親
子教室」がある。
そこで、今後の地域協働のあり方を検討するた

め、地域協働推進センターにおける「夏休み親子
教室」事業の意義について、本学において実施し
た一講座：「車いすスポーツを体験しよう！」の
活動に参加した親子等に対するアンケート調査及
びサポート学生に対する調査を行った。

※岡崎女子大学子ども教育学部
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大学内には「親と子どもの発達センター」にて
子育て支援活動が様々な形で行われているが、そ
の対象となる子どもは主に未就園児であり、「夏
休み親子教室」については地域の親子としている
関係から幼児や小学生が主な対象となり、地域協
働推進センターの主催する各種公開講座の一事業
とされている。地域協働推進センターの発行する
「地域とともに 2015 秋号」に掲載された「夏休み
親子教室」の記事によると、今年度は「キッズ・
チアダンス」（担当：山田悠莉）、「小麦粉粘土を
作って遊ぼう！」（担当：横田典子）、「<まほうの
目>で絵本をつくろう！」（担当：鈴木穂波）、「車
いすスポーツを体験しよう！」（担当：小野隆）、
「フワフワな羊毛であそぼう！」（担当：米窪洋介）
の 5講座に 75 組の親子が参加し盛況であったと
のことである。そして、どの講座も、体を動かし
たり自分の手で作ったりすることで、五感や想像
力を働かせる体験を重視し、親子で楽しみながら
成長する機会を提供しているとの記述がある。ま
た、学生にとっても、参加する親子をサポートす
ることで親子との関わり方を学び、保育の実践力
を身につける良い機会となっているとの記述もあ
る。
本報告では、これら 5講座の中の一つに過ぎな
いが、「車いすスポーツを体験しよう！」の①講
座内容の体験から親子が成長する機会となってい
るか、②親子のサポート体験から学生が成長する
機会となっているかの二点について検証したいと
考える。
障がいの有無に関わらず、共に楽しむスポーツ・

レクリエーション活動を体験することで、どのよ
うな効果が期待されるかといった研究はまだ少な
い 2-6）。今回の講座は、親子にどのような感情や
思考が生起されるのかといった知見が得られる可
能性を持つ特殊な環境条件を設定しているので、
本報告では、アンケート調査等の結果を元に、車
いす活動体験の効果に対する考察を加え、さらに
今後の「地域協働推進センター」事業のあり方に
ついても、考察の範囲を拡大することとした。

Ⅱ．対象・方法

１．調査対象
大学内にて実施する地域協働推進センターの各

種公開講座のうち、大学独自で運営している夏休

み親子教室の一講座（参加費 500 円）：「車いすス
ポーツを体験しよう！」に参加した親子 6組（幼
児 1名・小学生 7名とその保護者 6名、うち下肢
障害のある小学生 1名及び発達障害のある小学生
1名）及びサポート学生 3名（岡崎女子大学子ど
も教育学部子ども教育学科 2年生）を対象とした。

２．調査方法
調査対象の講座の実施日時は、平成 27 年 8 月
3 日（月）12：30 ～ 14：00 であった。講座終了
時に、参加した親子にアンケートを実施し、回収
した。また、学生には前後 30 分の準備と片付け
も合わせ、実施中の親子のサポートを行ったこと
に対し、当日中に LINEにより感想を収集した。

３．講座概要
実施した事業の本講座の内容を以下に示す。

１）講座の目的
なぜ車いす活動を体験するのか？一般用車いす
とスポーツ用車いすの違いやその活動体験から知
る「①生き生きとしたからだ」と「②他に開かれ
る身体」を育てること
①一人ひとりの子どものからだを通しての充実
感を考えること
②からだとからだの触れ合いが育む環境や他者
との関わりに意識を向けること

２）講座のプログラム
スポーツ用車いす 10 台を使用した以下の様な
体験活動を実施した。
a. ちから比べ～押し相撲
b. はやさ比べ～大・中・小ボール運びリレー競走
c. うまさ比べ～ボールパス練習
d. なかま作り～「車いすレク・ラグビー」
e. グループのまとめ～意見交換
　車いすレク・ラグビーとは、パラリンピック公
式競技の車いすラグビーを元にレクリエーション
的にアレンジしたもので、本学スポーツ用車いす
計 10 台とバウンスボール 1 個を使用し 5 名対 5
名で行われるゲームである。車いすに乗っている
選手が、ボールをホールドしたままで、ポスト間
のゴールラインの上を車いすの 2輪が通過するこ
とにより、1 ポイントの得点となる。今回は、3
チームのリーグ戦とし 1試合 5分の計 3試合が行
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われた。
※注意事項として事前に以下の連絡を参加者に通
知した。
・必ず運動できる服装でご参加ください。
・飲み物、着替え、タオル、体育館シューズ等を
ご持参ください。

３）実施場所
本学 5号館 1階の小体育室にて行った。
室温は約 26℃であった。

写真１　車いすレク・ラグビーの様子

Ⅲ．結果

１．アンケート調査
参加した親子 6組のアンケート調査の内容を以
下に示す。アンケートの回収数は 6部で、回収率
は 100％であった。

１）講座の内容
回答数 6のうち、1. とても満足は 5であったが、
その理由として、「初めは怖くて泣いてしまった
が、練習しているうちに怖くなくなった。」「初め
て乗ったが上手くできて楽しかった。」「ゲームで
他の方と交流がもてて良かった。」「車いすは特別
なもののように思っていたけれど、身近に感じる
ことが出来るようになった。」との 4つのコメン
トが得られた。2. 満足は 0。3. ふつうは 1 組で、
その理由は記載なし、4. 不満は 0。5. とても不満
は 0。6. 回答なしは 0。計 6であった。

２）時期
回答数 6のうち、1. とても満足は 5であったが、
その理由として、「自由研究の題材にできそう。」
「夏休みが始まって、少し何かやりたいと思う時
期。」との 2つのコメントが得られた。2. 満足は 1。
その理由は記載なし。3. ふつうは 0。4. 不満は 0。
5.とても不満は0。6.回答なしは0。計6であった。

３）回数
回答数 6のうち、1. とても満足は 2で、その理

由として、「またやってみたいと思う。」との 1つ
のコメントが得られた。2. 満足は 1で、その理由
として、「何回かあっても楽しいと思う。」とのコ
メントが得られた。3. ふつうは 1で、その理由は
記載なし。4. 不満は 1 で、その理由として、「も
う 1,2 回参加したい。」とのコメントが得られた。
5.とても不満は0。6.回答なしは1。計6であった。

４）料金
回答数 6のうち、1. とても満足は 1で、その理

由は記載なし。2. 満足は 2 で、その理由として、
「ちょうどよい。」とのコメントが得られた。3. ふ
つうは 3で、その理由として「高すぎず受講しや
すい。」とのコメントが得られた。4.不満は0。5.と
ても不満は 0。6. 回答なしは 0。計 6であった。

５）施設 ･設備
回答数 6のうち、1. とても満足は 5で、その理

由として、「広すぎず丁度良かった。」「車いすが
十分にあり待ち時間なく出来た。」との 2つのコ
メントが得られた。2. 満足は 1で、その理由は記
載なし。3. ふつうは 0。4. 不満は 0。5. とても不
満は 0。6. 回答なしは 0。計 6であった。

６）講座について（自由記述）
以下の 5つのコメントが得られた。

「思わぬ方向に行ったり回ったりするので、とて
もエキサイティング。乗りこなしてみたくなった。
スピードが出るのでおもしろい。でも今は健康体
でやって、楽しかったけど、もし急に体が動かな
くなって「はい、これ乗って」って言われたら悲
しくなるのかな？楽しさを知っておけば落ち込ま
ないかな？」 
「ボールを使った運動をやってみたい。」
「高学年になっても参加できる講座があると嬉し
い。」
「初めての参加でしたがとても楽しく学べました。
もっとたくさんの子ども達に車いすの事を知って
もらいたいと思います。孫との参加でしたが良
かったです。」 
「車いすでサッカー等他のスポーツもしてみたい。
車いすは体力に関係なく楽しめるので、大人も子
供も同じスポーツができるところが良いと思いま
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した。うちの子は足が遅いので学校のスポーツで
は活躍できませんが、ここでは活躍できて良かっ
たようです。」

２．サポート学生の感想
<学生A>
「大人も子供も最初は他人同士だったのにゲー
ムなどを通して最終的にはみんな友達になってい
て驚きました。私は個人的に歩行器を使っていた
女の子が気になっていたのですが、ラグビーの時
に誰もパスをしてあげてなかったことがとても気
になりました。あまり自己主張をするタイプでは
なさそうだったし、こちらも構えてしまってなか
なか声かけができなかったのが反省点かな‥‥。
お母さんが楽しそうにする姿を娘さんに見せてい
るような感じがして素敵な方だなと思いました。
最後帰られる時に ｢すこし人前で話すことが苦手
なので緊張してしまったんです。今日はありがと
うございました。｣ って申し訳なさそうに言って
いたのが少しさみしい気持ちになりました。そう
いう子でも楽しく活動できるようにするためには
どうすればいいのでしょうか？昨日からずっとこ
れが引っかかっています‥‥。」

<学生 B>
「最初はみんなぎこちなくて泣いちゃった子も
いて、大丈夫かな？楽しめるかな？と心配になっ
たけど最後はなかなか車イスから降りないくらい
すごく楽しそうに遊んでいて嬉しかったです。短
時間で車イスがとても上手になっていて驚きまし
た。
わたしも歩行器を使っていた女の子が気になり
ました。こちらから声をかけてあげられる場面は
たくさんあったはずなのにそれができなかったこ
とが反省点です。そしたらもう少し楽しんでもら
えたかなと思い後悔しています。
反省会のときに男の子が怪我をしていたことを
知って、今回は大したことはなさそうなのでよ
かったですが、そうゆうのに気づけるようになら
なければいけないと思いました。」

<学生 C>
「あまり体験できないようなボランティアだっ
たので、とても楽しかったです！
私は初め親子関係なしにチームを作ってみんな

ちゃんと楽しめるのか不安でした。ですが、仲良
くなるのがかなり早く、最終的にはどこが親子で
どこが兄弟なのかわからなくなっていました。遊
びを通すことにより、知らない人とも馴染みやす
くなるというのを実感しました。でも、Aちゃ
んのように引っ込み思案でなかなか馴染めない子
もいるので、私から嫌がらない程度に積極的に声
をかけられたらよかったと思い、そこが反省点で
す。
私は車いす相撲の時に兄妹で戦おうとしていた

ペアがいて、どうやってペアを変えようか悩みま
した。先生はペアを変えようと声かけするだけで
なく、学年を聞いて、入れ替わるペアを作って指
示をしていたので参考になりました！ Bちゃん
のように怖い思いをしてしまう子もいるので、対
戦相手やチームを決めるときは配慮が必要だと思
いました。また、一度やりたくない、嫌だと思っ
てしまうとトラウマなどにつながり、車イスが嫌
いになってしまうかもしれないという思いもあ
り、どうしてもゲームを楽しんで欲しくてあのよ
うな援助をしました。途中からは自分でできる！
と言ってあまり援助をしなくても自分で動いてい
たし、ゲームが終わってからのフリータイムも車
イスにずっと乗って楽しそうに遊んでいたのでと
ても嬉しかったです。」

Ⅳ．考察

参加した親子のアンケート調査結果と、サポー
トした学生の振り返りコメントの結果から、本講
座の特徴や効果を考察し以下に示す。参加者 6組
14 名の内、アンケートに記入したのは全ての保
護者で計 6名であったが、子どもの感想も聞きつ
つ記入している姿が見られたので、子どものコメ
ントも多く含まれていることが推察された。

１．講座の内容について
選択肢の 5択中最も高評価の「とても満足」と

回答した親子は 6組中 5組であり、残りの 1組は
「ふつう」と回答し中程度の評価であったので、
概ね高い評価が得られたと考える。「ふつう」と
評価した親子については他の質問項目への回答か
ら推察される理由があると思われたので次項に述
べる。
「とても満足」と回答した 5組中 4 組から、そ
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の理由としてのコメントが得られたが、それぞれ
のコメントを元に振り返りながら親子にもたらし
た影響について考える。

１）障がいのある子どもと保護者について
「ゲームで他の方と交流がもてて良かった。」と
のコメントに関しては、参加した子どもの内で身
体に障がいのある唯一の児童が下肢に障がいがあ
り、普段は歩行器を使用している子どもであった
が、その母親の自由記述「車いすでサッカー等他
のスポーツもしてみたい。車いすは体力に関係な
く楽しめるので、大人も子供も同じスポーツがで
きるところが良いと思いました。うちの子は足が
遅いので学校のスポーツでは活躍できませんが、
ここでは活躍できて良かったようです。」にある
ように、スポーツ用車いすを使用することによっ
て、スポーツ・レクリエーション活動における体
力・運動能力の差に関し、大人と子どもや障がい
の有無に関係する条件の縮まる環境が設定される
ので、障がいのある子どもにとって、貴重な体験
となったことと思われた。このことは、障がいの
ない子どもたちにとっても、同様の効果が得られ
たと考えられる。ただし、学生A・B・Cの 3 名
ともが感想にコメントしているように、Aちゃ
んは、母親のコメントのようにリレーでは活躍で
きていたが、ゲームになると、その消極的な性格
やチーム戦の様な競技に不慣れなこともあり、あ
まり活躍できていなかった。Aちゃん本人もそ
のことは自覚しており、最後の場面で、母親が
Aちゃんを自立させる訓練のつもりで、アンケー
トを出しに行くように言い、Aちゃんが歩行器
で出しに行く様子を見た際に、悔しそうな表情を
浮かべていることに気づいた。Aちゃんは下肢
障害のために車いすを使用した経験はあるが、や
はり歩行器での移動が中心で車いすを普段あまり
使わないので、それ程上手く操作できなかった悔
しさがあったように思われた。歩行器での移動は
ゆっくりしかできないが、段差のある場所でも移
動できるし立位での生活での利便性も高いため、
通常の生活では使用することが望ましいであろう
が、バリアフリーの環境が整備されていれば、今
後は車いすでの活動も積極的に取り入れていくこ
とで、より楽しいスポーツ・レクリエーション活
動が行えるのではないかと期待される。
リレーやレク・ラグビーのチーム分けについて、

チーム間の力の差が少なくなるようにしつつ、今
回は親子が別々のチームになるように配慮した。
小学生の親離れ子離れを意図するものであった
が、幼児の Bちゃんは母親と同じチームとした。
障がいのある子どもはいつも母親と一緒なので、
今回は別々のチームでゲームができたことは良
かったと考える。

２）参加する子どもの年齢差について
「初めは怖くて泣いてしまったが、練習してい
るうちに怖くなくなった。」に関しては、参加し
た子どもの内で唯一の幼児である Bちゃんが、
講座のプログラム a. ちから比べで、フロアに引
かれた白線の上で車いす同士を向い合せ車いす前
部のバンパー部分を密着させた状態から「はっけ
よいのこった！」の合図で互いに押し合う際、小
学生の子どもと対戦して押し負けてしまい、悔し
さと共に車いすのリムを握る手の辛さから怖さを
感じ泣いてしまった場面があったことと、その後
「やりたくない」と言って母親に抱きついていた
が、他の児童の楽しそうな様子を見て、次のプロ
グラム b. はやさ比べで、チーム対抗車いすリレー
をすることを知り、やる気を取り戻し速く走る練
習に参加するようになったというエピソードが挙
げられる。この幼児のことは、学生Cが「Bちゃ
んのように怖い思いをしてしまう子もいるので、
対戦相手やチームを決めるときは配慮が必要だと
思いました。」と振り返るように、他の児童との
年齢の違いや体格の違いから個別に配慮が必要な
ことは明らかであったので、年齢の近い同性の子
ども同士で力比べをしたが、それでも力の差が少
し大きかったと言える。今回参加した子どもたち
は相手を見て加減をするということはなく素直に
全力で頑張る姿が見えたし、相手との差が大きい
からといって諦めることはしなかったので、勝っ
ても負けても、嬉しくても悔しくても、良い体験
ができたといえるのではないだろうか。
Bちゃんの母親が学生 Cに Bちゃんを預けて、

楽しそうに車いすの操作に夢中になりリレーの練
習中も歓声を上げていたことも、学生と共にその
様子を見ていたBちゃんの怖さを克服し再度チャ
レンジするきっかけとなったと思われた。また、
学生 Cのコメントのように、学生 Cは、Bちゃ
んの心的外傷などにつながり車いす嫌いになるこ
とを危惧する気持ちから、リレー競走の後のプ
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ログラム c. うまさ比べのボールパス練習や、そ
れに続くプログラム d. なかま作りの車いすレク・
ラグビーの中で、Bちゃんにゲームを楽しんで欲
しくて、“あのような援助”＝付きっきりで声掛
けや車いすの介助等をした結果、Bちゃんが途中
からは「自分でできる！」と言って、あまり援助
をしなくても自分で動くようになり、ゲームが終
わってからのフリータイムでも車いすにずっと
乗って楽しそうに遊ぶ様子を見ることができ、と
ても嬉しく感じることができたという大変貴重な
経験ができた様子であった。このような体験に対
する結果は、保育者を目指す学生にとって大きな
学びの機会となったことを示唆している。

３）車いす活動体験について
参加者の「初めて乗ったが上手くできて楽し
かった。」「ゲームで他の人と交流がもてて良かっ
た。」「車いすは特別なもののように思っていたけ
れど、身近に感じることが出来るようになった。」
とのコメントや自由記述欄のコメント等から、参
加者にとっては初めての体験により、これまでに
なく多くのことを感じ学び考えることができたと
思われる。軽い発達障害のある子どもも、兄妹で
参加した子どもも、まだ若い祖父の保護者も、車
いす操作や遊びの体験を通じ、楽しい時間を過ご
すことで最後には参加した皆全てが仲間となって
いた様子が感じられた。
講座の時期に対する満足の理由としてのコメン
トであったが、「自由研究の題材にできそう。」と
いう感想があり、小学校の夏休みに行う講座とし
ての内容に適しているとの支持を得ることもでき
た。
今後は、例えば発達性協調性運動障害（DCD）
のある小学生に対する支援や子どものロコモティ
ブ・シンドローム（運動器症候群）予防といった
様な幼児から児童の体育に関する最新の知見を伝
達していく必要性のあることが考えられる。

２．講座の時期・回数・料金・施設・設備について
参加者アンケートの結果から、時期については、

「とても満足」5組、「満足」1組であり、その理
由として「夏休みが始まって、少し何かやりたい
と思う時期。」とのコメントも得られ、問題のな
いことが判明した。
回数については、「とても満足」2組、「満足」1組、

「ふつう」1組、「不満」1組、「とても不満」0組、「回
答なし」1組と、これだけを見ると意見が分かれ
ており、あまり良くない結果のように感じるかも
しれないが、その理由として挙げられた計 3つコ
メントが、それぞれ「またやってみたいと思う。」
「何回かあっても楽しいと思う。」「もう 1,2 回参
加したい。」との記述であったので、「また参加し
たい」という感想ではなく「もっと参加したい」「回
数を増やしてほしい」という非常に前向きな意見
として捉えることができると考えられた。
料金については、「とても満足」1組、「満足」2組、

「ふつう」3組、「不満」0組、「とても不満」0組、「回
答なし」0組であったが、その理由からも適正で
あったことが伺えた。
施設・設備については、「とても満足」5組、「満

足」1組で、その理由として、「広すぎず丁度良かっ
た。」、「車いすが十分にあり待ち時間なく出来た。」
との 2つのコメントが得られ、高く評価されたと
考える。エアコンにより室温調節が可能な小体育
室ということで、快適に身体活動の体験ができた
ものと思われた。学生 Bのコメントに、小学生
が手に軽い怪我をしたことが挙げられたが、学生
は 1年次に「保育内容演習（健康）」等の授業で、
活動時の安全管理を学習しており、スポーツ等を
する時の怪我は付き物であることを理解してい
る。今回は車いす操作の注意事項を伝達し、事前
に想定し応急手当てをできる様に、保健室の準備
体制を整えてあったが、行く程の怪我では無かっ
た様である。学生には、小さな怪我については、
見守りながら気づいたら声掛けするが、基本的に
は本人から言ってもらえば良いので、そうなるた
めの信頼関係を構築していくことが大切であるこ
とを伝えた。
「地域協働推進センター」には、教員と職員の
センター員がおり、事業等の企画・運営に協働し
て深く関わっている。そして、各種公開講座では
学内の常勤、非常勤の教員が講師を務めており、
今回の様な「夏休み親子教室」では教員がサポー
ト学生の指導をしながら企画・進行役を務めてい
る。サポート学生の募集については、講座担当教
員に一任することも可能であるが、センター担当
職員でボランティア学生を募ることができてい
る。以下は、本学の「親と子どもの発達センター」
の講座等の事業と同様となるが、今回の講座のよ
うに学内で子どもとその保護者に関わることので
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きる恵まれた環境を設定できるという点で、学生
にとっても貴重な学びや経験ができるので、今後
は様々な分野の教員の関与を期待したい。よって、
大学の知的財産や研究成果を地域に還元する機会
として、多くの教員に講座の担当を提案すること
も必要であろう。同時にまた、学生に対しても募
集の方法を工夫し、貴重な学びができるボラン
ティアの機会として、今後ともより積極的な参加
を期待したい。学生は夏期休業中も課題レポート
や講座、アルバイト等で多忙であるが、センター
の各事業に対する周知やボランティア受け入れに
ついて、人材育成の面においてもさらに促進して
いく必要があると考える。

Ⅴ．まとめ

本報告は、過去に本学において地域福祉講座や
教員免許状更新講習として実施したことのある車
いす活動体験を大学地域協働推進センターの夏休
み親子教室として行った講座の報告である。これ
までの講座とは募集する参加者の構成や運営主体
が異なっていたため、本講座の効果や課題も特色
を踏まえて検討することができた。また、今後の
地域の親子に向けた活動のあり方についても、筆
者の個人的な子どもの体育の視点からではある
が、発達性協調性運動障害（DCD）のある小学
生に対する支援や子どものロコモ（運動器症候群）
予防の必要性という様な多くの示唆を得ることが
できた。
本報告では、大学が地域に貢献する意味の一つ

を知的資源・教育財をもとに、文化伝達・啓蒙に
繋げる専門性の発揮できるセンターとして機能し
ていることと捉えた上で、対象を幼児・児童とそ
の保護者及びサポート学生とし、スポーツ用車い
すによる活動体験が、それに参加した親子や学生
の感想にどのように反映されるかを把握できるア
ンケート調査を実施した。その結果、車いすの楽
しさを感覚的に理解することができ、車いす使用
者への思いやりの心を育むことに繫がったことが
推察された。
今後ともセンターが、本学の「人材育成」と「地

域貢献」を社会的使命とする精神の元、「両大学
の知的・人的・物的資源を地域とつなぎ、地域の
課題解決に応えるための教育・研究・地域活動を
全学的に推進する」ことのできる地域の拠点とな

るように、一教員として可能な限りその役割を果
たしていきたい。
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